
< 合歓のうた > 

― 一人で 出来た！！ ― 

 ５月よりひよこ組さんが登園開始となりました。泣いて、
笑って、怒って、あそんでと目がまわるような育ちの息吹が
保育室一杯に漲っています。  
 
年少さんは、徐々に園生活にとけこみ「元気に幼稚園に来た
んダ」「上履きはけた ! !」「スモックたためたョ」と嬉しい報
告が聞かれます。おたより帳へシール貼り。カバン、帽子掛
け。制服、スモックの着脱。お昼の準備、食事、片付け。排
尿、排便 etc と兎にも角にも一生懸命です。「え～と、え～
と…？」と首をかしげ、「どうしたらうまくゆくかナ？」と考
えて目下先生の笑顔の励ましとサポートで繰返し繰返しチ
ャレンジし自分の力でクリアしようとしています。  
 
年中、年長さんは、自身のハードルを少しづつ高め乍ら、
基本的生活習慣の見直し、リトミック、体操、絵画、制作、
ピアニカ、こぐまチャイルド etc とトライ ! !〝僕、スゴイ ! !〟
〝私って頑張り屋 ! !〟と自分の力を再認識。次へのステップ
の糧としているようです。コンピューターのように頭の中を
駆け巡っている子ども達の思いは、言葉、動作、形で表現
され無から有を生み出します。  
 

〝一人で出来た ! !〟は努力の結晶。〟  
 

〝 ほ め る 〟 〝 認 め る 〟 〝 に こ に こ 対 応 〟 は チ ャ レ ン ジ   
クリアのプラスのサイクルを生み出す原動力。子ども達を
丸ごと抱きしめて〝おもしろ～い〟〝やってみたいなア～〟
〝どうなってるの？〟等々の好奇心、知的欲求をくすぐって
ゆきたいと思います。  
 
六月は衣替え、日本の風習に合わせた先人 の知恵ですが、松中では

衣服の調節のみならず、子ども達自身が我身、我心を一足早く衣替え

しはじめたようです。  

 


